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【基本方針】学びにあふれ 自律した社会人への基礎を築ける学校 

☞☞生徒一人一人が「明日も学校に行きたい」「友達や先生と一緒に学びたい」と感じることができ、将来のあり方

や生き方を創造でき、それに向け社会人として自律できる力をつける学校 

□学ぶ楽しさを知り、生涯にわたり学び続ける力の育成 

□思考力・判断力・表現力の育成 

□多様性を認め協働できる人間関係の形成 

 

【学校の教育目標】 

(知）進んで学び、深く考え積極的に行動する人 

（徳）思いやりの心をもち、互いに協力する人 
（体）心身ともに健康で創造力のある人 

 

【練馬区 第３次みどりの風吹くまちビジョン】 

子どもたちの笑顔輝くまち 

・教育の質の向上 

・家庭や地域と連携した教育の推進 

・支援が必要な子どもたちへの取組の充実 

【目指す姿】 

学校像：「学校にかかわる全ての人が自己実現できる学校」 

生徒像：「自分で考え行動し、実践に責任をもてる生徒」 

教職員像： 

「教育公務員としての自覚をもち、絶えず研修・研鑽に努

める教職員」 

「学びの楽しさと知識や技術を具体的に分かりやすく活用

できるよう伝える教職員」 

【学校経営の柱】 

□自己実現を支える学校づくり 

・キャリア教育の推進（生き方・在り方の探究） 

・教職員のウェルビーイングと協働体制の確立 

・学び続ける姿勢の共有 

□目的意識と改善サイクルの徹底 

・活動のねらいの明確化とＰＤＣＡの実践 

・挑戦と工夫を重視した教育活動 

・「できる方法」を考える文化の醸成 

□３年間を見通した学びの構築 

・主体的・対話的で深い学びの実現 

・生活指導の充実とチーム対応 

・キャリア教育の体系化 

【教育目標を達成するための取組】 

☞確かな学力の育成 

□基礎学力の定着 

・定期考査前学習教室の実施 

☞豊かな人間性の育成 

 
【人材育成】 【組織力向上のキーワード】 

□チーム「南が丘」としての協働 
□報告・連絡・相談の徹底 
□専門職としての自覚と研鑽 

【指導の基本姿勢】 

生徒理解に基づく指導（共感・対話）/肯定的評価と成長の共

有/人権尊重と体罰等の根絶/チームによる組織的対応 


